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Ａ

ま
た
、
地
方
交
付
税
が
減

ら
さ
れ
て
い
く
中
で
、
地
方

交
付
税
に
代
わ
る
財
源
確
保

や
、
町
税
滞
納
者
対
策
、
歳

出
削
減
に
向
け
た
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
に
あ
り
な
が

ら
も
、
宮
下
中
野
線
拡
幅
工

事
を
は
じ
め
、
尾
尻
農
道
・

三
ツ
峠
線
改
良
工
事
等
の
実

施
。
住
民
の
行
政
へ
の
依
存

度
が
高
ま
っ
て
い
る
現
状
で

は
、
住
民
の
役
場
へ
の
期
待

は
大
き
く
、
評
価
は
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
町
長

以
下
、
役
場
全
職
員
に
よ
る

創
意
工
夫
、
努
力
に
よ
り
、

全
庁
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

最
後
に
、
前
田
町
長
の
提

唱
す
る
「
第
２
次
活
・
活
西

桂
」
の
建
設
に
向
け
て
、
さ

ら
な
る
ご
努
力
を
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し

ま
し
て
、
私
の
賛
成
討
論
と

い
た
し
ま
す
。

平
成
17
年
度
西
桂
町
一
般

会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
17

億
９
千
９
８
３
万
６
千
７
１

７
円
、
歳
出
総
額
17
億
５
３

２
万
９
千
６
７
０
円
と
、
昨

年
度
と
比
較
し
ま
し
て
、
歳

入
で
は
６
・
７
％
の
減
額
、

歳
出
で
は
７
・
４
％
の
減
額

と
な
る
決
算
で
す
。
本
決
算

で
の
特
徴
は
、
実
質
収
支
額

は
９
千
４
５
０
万
７
千
０
４

７
円
で
す
。
数
々
の
財
政
状

況
を
示
す
財
政
力
指
数
、
経

常
収
支
比
率
、
公
債
費
負
担

比
率
に
関
し
て
は
、
概
ね
良

好
で
、
公
債
費
比
率
に
関
し

て
は
県
下
の
市
町
村
の
中
で

も
非
常
な
低
水
準
で
あ
り
、

安
易
な
借
り
入
れ
に
頼
ら

ず
、
堅
実
な
行
財
政
運
営
が

行
わ
れ
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。

は
37
・
０
％
の
状
況
。
自
主

財
源
の
柱
で
あ
る
町
税
は
現

年
度
徴
収
率
は
、
対
前
年
度

比
０
・
７
％
の
増
で
あ
る
が
、

滞
納
者
対
策
を
さ
ら
に
強
化

す
る
よ
う
要
望
。

経
常
一
般
財
源
比
率
は
、

98
・
98
％
で
対
前
年
度
比

１
・
69
下
回
っ
て
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
は
、
78
・

８
％
で
対
前
年
度
比
４
・
０

上
回
っ
て
い
ま
す
。
財
政
構

造
の
硬
直
化
が
進
み
、
弾
力

性
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

公
債
費
比
率
は
、８
・
22
％
。

財
政
構
造
の
健
全
性
が
脅
か

さ
れ
な
い
為
に
も
10
％
を
超

え
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。

総
務
省
の
新
た
な
自
治
体
の

財
政
健
全
度
を
示
す
指
標
と

な
る
実
質
公
債
費
比
率
は

９
・
63
％(

平
成
17
年
度
）。

②
町
債
残
高

平
成
17
年
度
町
債
残
高
は
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合

わ
せ
て
35
億
８
千
６
７
１
万

２
千
円
で
前
年
度
と
比
べ
３

一
般
会
計
他
６
会
計
の
決

算
審
査
の
結
果
、
関
係
諸
帳

簿
並
び
に
諸
書
類
等
符
合
し
、

間
違
い
な
く
適
正
に
執
行
さ

れ
て
お
り
、
財
務
事
務
も
正

し
く
処
理
さ
れ
て
い
る
も
の

と
認
め
、
今
後
な
お
一
層
の

努
力
を
要
望
。

監
査
に
基
づ
い
て
の
意
見

①
財
政
状
況

実
質
収
支
比
率
は
、
７
・

87
％
で
対
前
年
度
比
０
・
19

ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
今
後
も
、

予
算
編
成
時
・
決
算
見
込
額

調
査
時
に
正
確
な
精
査
を
行

い
、
健
全
な
実
質
収
支
比
率

に
近
づ
け
る
よ
う
強
く
要
望
。

財
政
力
指
数
は
０
・
36
、
自

主
財
源
総
額
は
、
６
億
８
千

５
２
７
万
５
千
円
、
歳
入
合

計
に
お
け
る
自
主
財
源
比
率
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平成17年度 一般会計決算

永田光明 監査委員

一
般
会
計
賛
成
討
論

監
査
委
員
報
告

滝口新一朗 議員

平成18年9月定例会本会議

歳入 17億9千983万6千717円 歳出 17億0千532万9千670円

千
４
０
０
万
７
千
円
増
加
。

財
政
上
厳
し
い
状
況
。

（
臨
時
財
政
対
策
債
含
）

③
町
税

調
定
額
に
対
す
る
収
入
率

は

89
・
05
％
で
、
対
前
年

度
比
０
・
67
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
て
い
ま
す
が
、
強
制
執
行

の
措
置
等
を
早
急
に
講
じ
、

不
納
欠
損
額
の
解
消
に
、
全

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
あ
た

る
こ
と
を
強
く
要
望
。

④
性
質
別
歳
出
の
状
況

人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債

費
で
２
・
７
％
減
、
西
桂
中

学
校
外
構
・
町
営
住
宅
浴
室

改
装
工
事
の
完
了
等
に
よ
り
、

10
・
６
％
減
、
公
共
施
設
整

備
基
金
積
立
額
減
少
に
よ
り

１
・
16
％
減
。
総
体
的
に
は

歳
出
の
抑
制
が
図
ら
れ
た
。

⑤
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
税
収
入
額

は
前
年
度
比
２
・
５
％
の
増

加
。
財
源
確
保
の
上
か
ら
も
、

収
入
未
済
額
の
解
消
に
は
、

税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
も

滞
納
世
帯
へ
の
制
裁
措
置
と

し
て
、
資
格
証
明
書
の
交
付

や
差
押
さ
え
に
よ
る
対
応
も

必
要
で
あ
り
強
く
要
望
。
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三
ッ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

事
業
特
別
会
計

今
後
の
取
組
課
題
と
し
て
、

費
用
対
効
果
、
コ
ス
ト
と
の

バ
ラ
ン
ス
、
利
用
者
負
担
に

よ
る
料
金
見
直
し
等
を
継
続

し
、
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
、

都
市
住
民
と
の
交
流
促
進
の

場
所
と
す
る
た
め
一
層
の
健

全
運
営
を
要
望
。
顧
客
・
業

者
管
理
の
徹
底
と
事
務
管
理

の
徹
底
を
要
望
。
当
町
の
行

財
政
運
営
の
効
率
化
を
図
る

た
め
に
も
、
当
施
設
の
管
理

運
営
を
民
間
業
者
に
委
託
す

る
「
指
定
管
理
者
制
度
」
の

早
期
導
入
を
要
望
。

簡
易
水
道
・
下
水
道

特
別
会
計

下
水
道
は
順
次
供
用
開
始

と
な
る
の
で
受
益
者
へ
の
啓

蒙
を
行
い
、
加
入
世
帯
の
増

加
を
図
る
策
が
必
要
。

⑥
財
務
事
務
監
査

支
出
伝
票
事
務
に
つ
い
て
、

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
り
入
力
に
際
し
て
細
心

の
注
意
を
払
い
、
財
務
規
則

に
則
り
迅
速
か
つ
正
確
な
事

務
処
理
を
お
こ
な
っ
て
ほ
し

い
と
要
望
。

町民一人あたり
このように
使われました

平成17年度

一般会計決算

物 件 費

8万1千688円

事務経費一般、臨時職
員賃金、業務委託料等

そ の 他

5万0千547円
維持補修費、積立金
繰出金、投資出資金等

人 件 費

7万3千422円

主に常勤の職員の給与
町長、議員及び
各種委員等の報酬

公 債 費

3万6千577円

毎年度、償還すべき
町債の元金、利子

投資的経費

3万5千165円

町 の 総 額

35億8千671万2千円

町民一人あたり

73万0千789円

大型備品の購入
町道水路
建物の建設 等

扶 助 費

2万2千455円

施設措置費、福祉手当
医療費助成、敬老年金

補助費等

4万7千605円

他市町村との広域業務
負担、各種団体への
補助等

町 の 総 額

14億1千248万2千円

町民一人あたり
28万7千792円

（土地を除く）

うち国・県が賄う額　1万0千261円
実質一人あたり　 2万6千316円（ ）

うち国・県が賄う額 44万0千879円

（ ）
（２特別会計を含む）

簡易水道特別会計

下水道特別会計〔 〕 実質一人あたり 28万9千910円

町 の 借 金 町 の 貯 金



払
い
ま
す
。
１
人
５
千
円
。

１
万
円
は
特
例
。
被
用
者
児

童
手
当
が
73
名
、
非
被
用
者

（
社
会
保
険
）
児
童
手
当
が

39
名
、
特
例
給
付
が
12
名
、

被
用
者
小
学
校
第
３
学
年
終

了
前
特
例
給
付
が
１
５
２
名
、

非
被
用
者
小
学
校
第
３
学
年

終
了
前
特
例
給
付
が
64
名
。

問

児
童
手
当
、
町
単
独
で

の
実
施
は
。

町
長

今
の
と
こ
ろ
町
単
独

で
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
子
育
て
支
援
、
母
子

家
庭
支
援
等
で
対
策
を
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

－4－

意
見

議
会
と
し
て
も
、
子

育
て
支
援
等
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
き
た
い
。

町
長

安
心
し
て
生
み
育
て

る
よ
う
援
助
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
保
育
所

で
も
、
朝
早
く
か
ら
遅
く
ま

で
の
延
長
保
育
。
児
童
館
で

も
担
当
が
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
住
み
や
す
い

町
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
支

援
し
て
い
き
た
い
。

問

生
活
排
水
処
理
状
況
調

査
と
は
。

住
民
福
祉
課
長

町
内
全
域
、

合
併
浄
化
槽
処
理
、
汲
み
取 木造住宅耐震診断、平成18年10月末まで10戸募集

問

地
域
住
宅
交
付
金
と
は
。

建
設
水
道
課
長

町
道
宮
下

中
野
線
１
工
区
の
工
事
。
中

野
団
地
の
住
宅
の
進
入
路
と

い
う
こ
と
で
45
％
が
国
の
補

助
。

意
見

今
後
も
、
補
助
金
の

有
効
活
用
を
。

問

滞
納
繰
越
金
徴
収
に
つ

い
て
は
。

税
務
課
長

催
告
書
を
送
り
、

町
県
民
税
は
、
県
と
の
共
同

催
告
を
実
施
。
最
終
的
に
は
、

差
し
押
さ
え
。
昨
年
は
預
貯

金
、
差
し
押
さ
え
手
続
１
件
。

問

外
部
者
に
取
り
立
て
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
。

税
務
課
長

税
務
課
が
３
名

か
ら
４
名
に
な
り
、
当
分
の

間
は
、
現
体
制
で
乗
り
越
え

て
い
き
た
い
。

意
見

不
納
欠
損
額
を
最
小

に
。

税
務
課
長

千
円
、
五
百
円

で
も
徴
収
し
、
時
効
の
中
断

を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
。

問

民
間
木
造
住
宅
耐
震
と

は
。

建
設
水
道
課
長

昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
の
旧
建
築
基

準
法
の
建
物
に
つ
い
て
、
国

か
ら
の
補
助
金
で
東
海
地
震

等
が
起
き
た
場
合
に
、
家
が

持
つ
か
ど
う
か
診
断
す
る
も

の
で
す
。
平
成
17
年
度
は
、

20
戸
を
実
施
。

意
見

出
来
る
だ
け
多
く
の

家
の
耐
震
予
防
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

建
設
水
道
課
長

当
町
の
旧

建
築
基
準
法
の
木
造
住
宅
は
、

平
成
17
年
３
月
31
日
現
在
で

９
７
５
戸
。
民
間
木
造
住
宅

耐
震
診
断
、
平
成
18
年
は
10

戸
募
集
。

意
見

パ
ソ
コ
ン
関
係
も
、

今
後
も
精
査
し
経
費
節
減
を
。

問

社
会
福
祉
協
議
会
補
助

金
と
は
。

住
民
福
祉
課
長

職
員
の
給

料
、
運
営
費
の
補
助
で
す
。

問

養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所

対
象
者
は
。

住
民
福
祉
課
長

大
鶴
楽
生

園
に
１
名
入
所
。

問

児
童
手
当
に
つ
い
て
は
。

住
民
福
祉
課
長

国
１
／
２
、

県
１
／
４
、
町
１
／
４
で
支

できるだけ多くの家の耐震予防を
木造住宅耐震診断、平成18年は10戸募集

９月定例会・連合審査会

平
成
17
年
度

一
般
会
計
決
算

﹇
専
決
処
分
﹈
２
件

承
認
７

西
桂
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正

○
応
益
応
能
割
合
を
50
対
50
に
近

づ
け
、
税
の
公
平
性
を
確
保
す
る

た
め
の
条
例
の
一
部
改
正

承
認
８

政
治
倫
理
の
確
立
の
た

め
の
西
桂
町
長
の
資
産
等
の
公
開

に
関
す
る
条
例
及
び
公
益
法
人
等

へ
の
西
桂
町
職
員
の
派
遣
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

○
会
社
法
等
の
施
行
に
伴
う
改
正

﹇
議
決
案
件
﹈
６
件

議
案
46

友
好
都
市
に
関
す
る
協

定
書
の
締
結

○
中
華
人
民
共
和
国
、
桂
林
市
霊

川
県
と
の
友
好
交
流
を
進
め
て
８

年
を
経
る
中
で
、
さ
ら
な
る
両
町

県
民
間
の
友
好
関
係
を
図
り
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
保
健
医
療
、
教

育
、
経
済
等
の
多
角
的
な
交
流
を

展
開
し
、
双
方
の
情
報
や
技
術
、

産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
、

友
好
都
市
の
協
定
書
を
締
結

議
案
47
〜
49

芦
川
村
を
笛
吹
市

に
編
入
し
た
こ
と
に
伴
う
規
約
の

変
更
関
連
議
案

○
市
町
村
合
併
に
伴
う
組
織
及
び

規
約
の
変
更

議
案
50

富
士
五
湖
広
域
行
政
事

務
組
合
規
約
の
変
更

○
消
防
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

う
改
正

議
案
第
62

飲
酒
運
転
追
放
宣
言

○
山
梨
県
下
の
他
市
町
村
に
さ
き

が
け
、
交
通
事
故
の
発
生
要
因
の

中
で
も
最
も
悪
質
な
飲
酒
運
転
の

追
放
を
図
り
、
住
民
の
安
全
を
確

付
議
さ
れ
た
全
議
案
は
全
員
賛
成
に
て
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た

９
月
定
例
会
本
会
議
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松くい虫防除、目に付くところは優先的に実施を
富士山世界文化遺産のためにも　
松くい虫被害をくい止めたい

保
す
る
こ
と
を
宣
言

﹇
条
例
﹈
６
件

議
案
第
51

西
桂
町
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定

○
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る

た
め
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ

せ
る
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続

等
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め

た
条
例
の
制
定

議
案
第
52

西
桂
町
乳
幼
児
医
療

費
助
成
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正

○
健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に

よ
る
改
正

議
案
第
53

西
桂
町
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
改

正○
議
案
52
と
同
様

議
案
第
54

西
桂
町
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

○
議
案
52
と
同
様

議
案
第
55

西
桂
町
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
改
正

○
健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に

よ
る
改
正

議
案
第
56

西
桂
町
下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

○
報
奨
制
度
を
免
除
制
度
に
改
め

る
た
め
の
改
正

﹇
議
員
発
議
﹈
１
件

意
見
書
提
出

○
別
記
説
明

﹇
補
正
予
算
﹈
５
件

平
成
18
年
度
各
会
計
補
正
予
算

○
別
記
説
明

﹇
決
算
﹈
７
件

平
成
17
年
度
各
会
計
決
算

○
別
記
説
明

り
等
の
処
理
状
況
を
調
査
。

問

地
域
特
産
品
開
発
事
業

と
は
。

企
画
振
興
課
長

ホ
タ
ル
祭

り
、
桜
祭
り
、
手
前
味
噌
博

覧
会
を
実
施
。
町
の
特
産
品

を
広
く
周
知
し
、
製
品
の
販

売
拡
大
を
は
か
る
た
め
で
す
。

手
前
味
噌
博
覧
会
で
は
、
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
味
噌
完
売
。

問

松
く
い
虫
防
除
対
策
の

効
果
は
。

企
画
振
興
課
長

年
間
１
０

０
３

ｍ
処
理
。春
の
処
理
50
３

ｍ

を
、
く
ん
蒸
処
理
。
秋
の
処

理
50
３

ｍ
、
伐
採
し
薬
剤
を

散
布
。
国
50
％
、
県
20
％
、

町
30
％
負
担
の
事
業
。
昔
は

標
高
６
０
０
ｍ
以
上
で
は
被

害
が
無
か
っ
た
が
、
温
暖
化

の
現
象
で
７
０
０
ｍ
以
上
で

も
発
生
。

企
画
振
興
課

補
助
金
対
象

地
域
は
、
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
中
学
校
の
裏
山
、

尾
尻
エ
リ
ア
。
防
災
の
面
か

ら
も
、
守
る
べ
き
所
か
ら
対

策
を
進
め
て
い
ま
す
。

問

薬
剤
を
ど
の
よ
う
に
散

布
し
て
い
る
の
か
。

企
画
振
興
課

春
の
駆
除
は
、

松
く
い
虫
被
害
に
よ
り
枯
死

し
た
木
を
伐
倒
し
た
あ
と
ビ

ニ
ー
ル
で
包
ん
で
薬
剤
に
よ

り
く
ん
蒸
し
、
松
材
の
中
に

い
る
カ
ミ
キ
リ
の
幼
虫
等
を

駆
除
。
ビ
ニ
ー
ル
は
自
然
に

分
解
。
秋
駆
除
は
、
木
を
伐

倒
し
た
あ
と
薬
剤
を
散
布
し

て
処
理
。

意
見

松
く
い
虫
防
除
、
目

に
付
く
と
こ
ろ
は
優
先
的
に

実
施
を
。

企
画
振
興
課

グ
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
周
辺
の
松
な
ど
は
、

町
単
独
で
処
理
。

町
長

１
本
の
松
に
、
松
く

い
虫
が
入
る
と
、
半
径
50
ｍ

が
枯
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
富
士
山
世
界
文
化
遺
産

の
た
め
に
も
、
松
く
い
虫
被

害
を
く
い
止
め
た
い
。
国
、

県
に
対
策
を
お
願
い
し
て
い

る
が
、
被
害
に
追
い
つ
か
な

い
の
が
現
状
で
す
。

問

郡
内
地
域
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
運
営
負
担
金
に

つ
い
て
は
。

企
画
振
興
課
長

建
物
の
償

還
が
終
わ
れ
ば
、
償
還
分
を

引
い
た
金
額
の
み
に
な
り
ま

す
。
平
成
24
年
で
償
還
が
終

了
。
県
で
１
／
２
、
富
士
吉

田
市
で
１
／
４
、
残
り
の

１
／
４
を
11
市
町
村
で
負
担
。

問

小
規
模
商
工
業
者
事
業

資
金
利
子
補
給
等
補
助
金
１

件
当
た
り
の
金
額
は
。

企
画
振
興
課
長

１
件
当
た

り
平
均
９
千
２
７
２
円
で
す
。

意
見

利
子
補
給
等
補
助
金

の
申
請
を
簡
単
に
。

問

今
後
の
中
学
校
図
書
館

運
営
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
次
長

生
涯
学
習
の
た

め
、
現
状
で
は
、
図
書
室
の

本
棚
を
埋
め
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

問

公
民
館
図
書
整
備
事
業

の
図
書
購
入
費
の
内
容
は
。

教
育
次
長

文
庫
基
金
の
財

源
に
基
づ
い
て
計
上
。
購
入

図
書
に
つ
い
て
は
児
童
館
に

配
備
。

問

フ
ッ
ト
サ
ル
場
管
理
運

営
事
業
、
臨
時
職
員
賃
金
の

内
容
は
。

教
育
次
長

グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
、
武
道
館
・
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
・
フ
ッ
ト
サ
ル
場
の

管
理
を
任
せ
て
い
ま
す
の
で
、

臨
時
職
員
の
賃
金
を
支
払
っ

て
い
ま
す
。

松くい虫防除対策による伐採
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グリーンセンターの順調な運営を
安定した収入を得られるように、指定管理者制度を検討

９月定例会・連合審査会

き
た
い
。
安
定
し
た
収
入
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
、
指
定
管

理
者
制
度
も
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
指

定
管
理
者
制
度
は
、
色
々
問

題
も
あ
る
よ
う
で
す
の
で
慎

重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

意
見

一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
等
の
改
善
を
し
て
い
た
だ

き
、
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

順
調
な
運
営
を
お
願
い
し
ま

す
。

指定管理者制度が検討されている三ツ峠グリーンセンター

問

一
般
会
計
繰
入
金
に
つ

い
て
は
。

企
画
振
興
課
長

そ
ば
の
芽

は
、
高
齢
者
を
雇
い
、
安
定

し
た
出
荷
体
制
が
と
れ
、
今

後
は
、
業
者
・
生
産
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。
バ
ナ
ジ
ュ
ウ

ム
は
、
順
調
に
推
移
。
一
般

会
計
の
繰
入
は
、
繰
入
額
を

少
な
く
す
る
努
力
を
し
て
い

き
ま
す
。

町
長

「
ウ
ッ
テ
ィ
の
木
曜

日
」
以
来
、
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
入
浴
者
が
増
え
、
土

日
は
満
員
の
状
態
で
す
。
体

験
工
房
の
和
室
を
入
浴
の
方

に
開
放
し
た
ら
よ
い
と
も
考

え
て
い
ま
す
。
そ
ば
の
芽
に

つ
い
て
は
、
昨
年
の
中
ご
ろ

か
ら
、
か
な
り
良
い
売
り
先

が
増
え
て
き
て
、
順
調
に
推

移
し
て
い
ま
す
。
バ
ナ
ジ
ウ

ム
は
、
も
う
少
し
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

夏
休
み
以
降
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
や
、
富
士
吉
田
、
都
留
、

横
浜
か
ら
の
大
勢
の
方
で
混

ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
も
っ

と
有
効
な
こ
と
を
考
え
て
い

指
定
管
理
者
制
度
、慎
重
に
対
応

（
平
成
17
年
度
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
会
計
決
算
）

問

老
人
保
健
拠
出
金
が
昨

年
よ
り
減
額
し
て
い
る
の
は
。

住
民
福
祉
課

対
象
者
が
70

歳
か
ら
75
歳
に
な
り
、
対
象

者
減
に
よ
る
減
額
で
す
。

問

国
保
の
老
人
保
健
の
対

象
者
は
、
何
人
か
。

住
民
福
祉
課
長

国
保
の
老

人
保
健
対
象
者
は
、
平
成
15

年
度
に
法
改
正
が
あ
り
。
平

成
15
年
度
４
０
６
人
、
平
成

16
年
度
３
８
８
人
、
平
成
17

年
度
３
６
７
人
と
減
少
。
老

人
医
療
費
、
平
成
15
年
度
か

ら
横
ば
い
の
状
況
で
す
。

問

介
護
保
険
事
務
処
理
シ

ス
テ
ム
と
は
。

住
民
福
祉
課
長

介
護
保
険

全
般
の
事
務
を
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

問

パ
ソ
コ
ン
関
係
の
経
費
、

借
上
料
の
精
査
等
、
今
後
の

考
え
は
。

総
務
課
長

パ
ソ
コ
ン
の
、

住
民
情
報
、
給
料
、
財
政
、

戸
籍
等
は
、
平
成
16
年
か
ら

５
年
の
リ
ー
ス
契
約
で
す
。

契
約
の
見
直
し
を
す
る
際
に

は
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
17
年
度

国
民
健
康
保
険

会
計
決
算

グリーンセンターでの自然体験キャンプ（児童館）

平
成
17
年
度

介
護
保
険
会
計
決
算
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水道料金は上げないで
経費を節減、値上げは１年でも先に

問

独
立
採
算
に
つ
い
て
。

建
設
水
道
課
長

今
現
在
の

52
・
５
円
を
75
円
に
４
割
ア

ッ
プ
す
る
必
要
あ
り
。

意
見

交
付
税
等
が
減
ら
さ

れ
財
政
が
厳
し
い
と
い
う
こ

と
を
町
民
に
周
知
を
。

意
見

下
水
道
が
始
ま
り
、

水
道
料
金
が
３
倍
に
上
が
っ

て
い
る
状
況
で
す
の
で
、
水

道
料
金
は
上
げ
な
い
で
い
た

だ
き
た
い
。

町
長

下
水
道
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
経
費
を
節
減
、
値

上
げ
は
１
年
で
も
先
に
延
ば

し
て
い
き
た
い
。

問

柿
園
、
下
暮
地
の
石
綿

管
の
交
換
は
。

建
設
水
道
課

柿
園
地
区
国

道
１
３
９
号
の
石
綿
管
は
、

工
事
は
完
了
。
下
暮
地
の
石

綿
管
も
廃
止
し
て
い
き
た
い
。

意
見

石
綿
管
は
漏
水
し
や

す
い
の
で
取
替
え
を
早
急

に
。

建
設
水
道
課
長

早
く
取
替

え
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

問

漏
水
関
係
の
状
況
は
。

建
設
水
道
課

有
収
率
は
、

平
成
16
年
が
62
％
、
平
成
17

年
度
が
76
％
。
本
管
の
漏
水

は
直
ぐ
に
修
理
。
下
水
道
工

事
の
際
に
漏
水
を
発
見
し
、

有
収
率
を
上
げ
ま
す
。

意
見

漏
水
防
止
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

問

新
高
区
配
水
池
の
供
給

開
始
は
。

建
設
水
道
課
長

平
成
19
年

２
月
下
旬
頃
に
供
給
。

意
見

漏
水
等
十
分
に
配
慮

し
て
、
良
質
な
水
を
供
給
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問

町
債
の
詳
細
は
。

建
設
水
道
課
長

償
還
が
一

番
多
い
の
は
、
平
成
19
年
度
。

こ
れ
か
ら
は
、
よ
ほ
ど
の
事

が
な
い
限
り
起
債
を
た
て
ず

に
い
き
た
い
。

問

工
事
が
終
了
す
れ
ば
、

当
町
の
場
合
、
水
の
心
配
を

し
な
く
て
も
よ
い
か
。

建
設
水
道
課
長

水
に
つ
い

て
は
、
今
の
人
口
が
少
し
増

え
て
も
、
問
題
な
く
13
時
間

給
水
が
で
き
ま
す
。

問

受
益
者
負
担
金
と
下
水

道
使
用
料
、
一
般
家
庭
で
の

費
用
は
。

建
設
水
道
課
長

受
益
者
負

担
金
は
、
下
水
道
に
接
続
し

な
い
方
が
、
30
万
円
を
12
・

５
年
か
け
て
支
払
う
負
担
金
。

下
水
道
供
用
開
始
１
年
目
接

続
の
場
合
は
０
円
で
、
２
年

目
は
４
％
１
万
２
千
円
。
下

水
道
使
用
料
は
、
平
均
的
な

一
般
家
庭
で
、
２
ヶ
月
で
70

３

ｍ
、
７
千
円
程
度
の
負
担
。

問

工
事
は
、
町
内
の
業
者

が
お
こ
な
う
と
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
思
う
が
。

建
設
水
道
課
長

工
事
は
、

規
模
に
よ
り
請
負
者
の
ラ
ン

ク
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
付

随
す
る
水
道
工
事
な
ど
が
あ

る
場
合
は
、
西
桂
の
業
者
を

お
願
い
す
る
よ
う
努
力
し
ま

す
。

意
見

町
債
の
平
成
17
年
度

末
現
在
高
が
11
億
８
千
４
７

０
万
１
千
円
で
、
平
成
43
年

度
完
成
予
定
。
完
成
ま
で
の
、

町
債
等
概
略
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
提
示
を
。

建
設
水
道
課
長

平
成
25
年

ま
で
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
年
間
２
億
円
の
事
業
費
、

そ
の
内
１
億
円
が
利
子
と
元

金
償
還
、
残
り
の
１
億
円
で

工
事
を
し
て
い
く
考
え
。
効

率
の
良
い
事
業
を
実
施
し
、

下
水
道
に
接
続
し
て
も
ら
う

よ
う
努
力
し
ま
す
。

問

汚
水
枡
ま
で
の
、
平
均

的
な
費
用
は
。

建
設
水
道
課
長

浄
化
槽
を

潰
し
、
管
を
布
せ
て
、
約
20

ｍ
で
平
均
30
万
円
で
す
。

問

下
水
道
の
接
続
状
況
は
。

建
設
水
道
課
長

３
月
末
ま

で
は
、
３
１
５
戸
対
象
で
、

１
８
９
戸
加
入
、
60
％
で
す
。

工事中の新高区配水池

新
高
区
配
水
池
、

平
成
19
年
２
月
下
旬
頃
に
供
給

（
平
成
17
年
度
簡
易
水
道
会
計
決
算
）

下
水
道
の
接
続
状
況
、
３
月
末
60
％

(

平
成
17
年
度
下
水
道
会
計
決
算)
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○公有財産購入費の追加　　　　　　　　 １千５００万０千円
柿園区の要望でありました公民館建設関連経費の追加計上です。

○道路橋りょう維持費の追加　　　　　　 ２千２００万０千円
下暮地区の国公橋架替工事のうち、上部工が国庫補助事業として今年度認められたための追加計上です。

○観光振興事業の追加　　　　　　　　　　　 １０５万０千円
三ツ峠グリーンセンター周辺における温泉源調査委託の追加計上です。

○その他　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３３８万６千円

○退職被保険者等療養給付事業費の追加 １千９３６万３千円
当初見込みより月平均の退職被保険者等療養給付費増加による追加計上です。

○保険財政共同安定化事業拠出金の追加　 ３千０５１万０千円
高額医療30万～80万の共同安定化事業の追加による追加計上です。

○その他　　　　　　　　　　　　　　　　　 １７４万３千円

○一般会計繰出金の追加　　　　　　　　　　 ４０万８千円
前年度一般会計繰入金確定による繰出金の追加計上です。

○簡易水道維持事業費の減額補正　　　　 △９３７万３千円
4月の人事異動に伴う人件費の更正による減額補正です。

○公共下水道運営事業費の追加　　　　　　　　　 １万２千円
受益者負担金の還付金の計上です。

補　　正　　額 補正後の予算総額

議案57 一般会計2号補正 4千143万6千円 18億0千490万7千円

議案58 国民健康保険会計1号補正 5千161万6千円 4億4千634万1千円

議案59 介護保険会計1号補正 40万8千円 2億0千412万6千円

議案60 簡易水道会計1号補正 △937万3千円 1億5千457万8千円

議案61 下水道会計1号補正 1万2千円 2億2千663万8千円

会 計 名

「
自
然
と
の
共
生
づ
く
り
」

「
や
ま
な
み
散
策
路
の
設

定
・
整
備
」、「
富
士
見
散
策

路
」
の
整
備
や
、
「
神
鈴
の

滝
遊
歩
道
」
な
ど
の
維
持
管

理
を
行
い
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
は
、

地
区
公
民
館
等
を
利
用
し
、

本
年
４
月
よ
り
全
地
区
に
お

い
て
交
流
会
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
「
障
害
福

祉
計
画
」
策
定
を
行
い
ま
す
。

「
育
ち
学
ぶ
環
境
づ
く
り
」

中
学
校
施
設
整
備
事
業
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
２
面
造
成
事

業
は
、
10
月
末
日
に
完
成
す

る
見
込
で
す
。
な
お
、
西
桂

小
学
校
プ
ー
ル
の
排
水
口
に

つ
い
て
は
安
全
の
確
認
、
指

導
を
行
い
ま
し
た
。
「
英
語

助
手
の
活
用
」
で
す
が
、
８

月
２
日
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

シ
カ
ゴ
よ
り
ダ
ニ
エ
ル
・
ロ

ズ
ク
シ
カ
先
生
が
着
任
し
ま

し
た
。
青
少
年
育
成
総
合
対

策
事
業
で
は
、
非
行
防
止
広

報
啓
発
運
動
、
あ
い
さ
つ
・

声
か
け
運
動
の
推
進
を
実
施

し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
推
進

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

「
活
力
づ
く
り
」

三
ツ
峠
そ
ば
の
芽
は
、
特

産
品
と
し
て
の
定
着
が
な
さ

れ
、
さ
ら
に
バ
ナ
ジ
ウ
ム
ウ

ォ
ー
タ
ー
、
減
塩
味
噌
な
ど

の
Ｐ
Ｒ
活
動
も
展
開
し
て
い

ま
す
。
有
害
鳥
獣
対
策
と
し

て
は
、
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
に

９月定例・補正予算の主な内容

よ
る
被
害
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
猟
友
会
に
駆
除
を
委
託
、

ま
た
、
県
環
境
科
学
研
究
所

へ
サ
ル
の
生
態
系
調
査
の
実

施
を
要
請
、
被
害
軽
減
の
た

め
の
方
策
を
進
め
ま
す
。
次

に
、
「
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
交
流
拠
点

の
形
成
」
で
す
。
ふ
れ
あ
い

館
・
ロ
グ
ハ
ウ
ス
・
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
場
・
体
験
工
房
・
各

種
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
施

設
利
用
状
況
は
、
順
調
に
推工事中の中学校テニスコート

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
造
成
事
業

10
月
末
完
成
へ

前田町長
行政報告



会 計 名

承認９ 一 般 会 計 9千450万7千047円 0円 9千450万7千047円
歳入歳出決算差引 事故繰越繰越額 実 質 収 支 額

（活・活重点施策区分）［主な事業と決算額］ （歳 出 総 額）（カッコ内予算計上額）（特別会計分含）

会 計 名

承認10 国民健康保険特別会計

承認11 老人保健法特別会計

承認12 介 護保険特別会計

承認13 グリーンセンター特別会計

承認14 簡 易水道特別会計

3億9千826万1千383円
4億1千902万3千973円
1億9千695万0千144円
5千876万3千630円

1億2千480万3千149円

2億3千772万9千053円

3億9千529万8千282円
4億0千703万0千010円
1億9千223万4千446円
5千693万6千344円

1億1千831万6千056円

2億2千933万0千843円

296万3千101円
1千199万3千963円
471万5千698円
182万7千286円
648万7千093円

839万8千210円

歳 入 総 額 歳 出 総 額 歳入歳出決算差引

継続費逓次繰越額　235万1千000円 実質収支額　413万6千093円

繰越明許費繰越額　497万5千000円 実質収支額　342万3千210円

○自然との共生づくり　　　　　　　　　　　　3千945万1千円（4千005万8千円）
ゴミ収集事業［15,289千円］、合併処理浄化槽設置整備補助事業［8,403千円］、都市公園整備事業［15,230千円］

○コミュニティづくり　　　　　　　　　　　　9千983万3千円（10千798万4千円）
各種保健事業［28,376千円］、延長保育事業［4,666千円］、一時保育促進基盤・障害児保育事業［2,687千円］
児童館開放［5,369千円］、高齢者生きがい対策事業［5,303千円］、在宅サービス（居宅生活支援）［48,847千円］

○育ち学ぶ環境づくり　　　　　　　　　　 4千717万6千円（4千823万6千円）
中学校施設等整備事業［14,424千円］、小学校施設等整備事業［8,376千円］、インターネット情報教育の推進［13,921千円］
英語助手の活用［3,641千円］、生涯学習事業［2,185千円］、生涯スポーツの普及［1,188千円］

○活力づくり　　　　　　　　　　　　　　　　4千571万0千円（4千759万2千円）
商工会補助［5,600千円］、織物工業協同組合・糸の音会補助［3,500千円］、
三ツ峠グリーンセンター運営管理事業［31,174千円］、農林漁業体験交流事業［2,344千円］

○ふるさとづくり　　　　　　　　　　　　　　　 978万5千円（1千005万5千円）
桜の里管理事業［1,557千円］、保全松林緊急保護整備事業［2,115千円］、尾尻農道支線新設事業［4,506千円］

○都市づくり　　　　　　　　　　　　　 3億0千526万0千円（3億3千122万3千円）
町単道路整備事業［16,542千円］、町道宮下中野線拡幅事業［61,554千円］、西桂町簡易水道整備事業［97,371千円］
西桂町公共下水道整備事業［124,300千円］

○参加と連携づくり　　　　　　　　　　　 6千827万7千円（6千864万3千円）
国際交流［1,870千円］、業務系ネットワーク運用事業［36,332千円］、職員系ネットワーク運用事業［13,165千円］、
行政間ネットワーク運用事業［5,746千円］、ふるさと夏まつり事業［3,500千円］、情報公開事業の展開［6,978千円］

承認15 下 水 道 特 別 会 計
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移
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に

よ
る
管
理
体
制
整
備
を
図
り
、

年
間
を
通
じ
て
の
利
用
促
進

を
図
り
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

「
保
全
松
林
緊
急
保
護
整

備
事
業
」
は
、
今
後
も
継
続

的
な
被
害
状
況
に
即
応
し
た

的
確
な
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

観
光
拠
点
整
備

国
公
橋
年
度
内
完
成
目
標

「
都
市
づ
く
り
」

国
公
橋
の
架
け
替
え
工
事

は
、
県
よ
り
来
年
度
分
の
整

備
に
つ
い
て
も
、
今
年
度
の

補
助
対
象
事
業
と
し
て
取
り

上
げ
て
い
た
だ
け
る
と
の
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
来

年
３
月
ま
で
に
は
完
成
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
手
前
の
駐
車
場
造
成
工

事
に
つ
い
て
も
、
10
月
に
は

工
事
に
着
手
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
な
お
、
県
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
る
県
道

富
士
吉
田
西
桂
線
に
つ
い
て

は
、
今
年
の
６
月
に
路
線
全

体
の
詳
細
な
測
量
設
計
に
入

っ
た
と
報
告
を
受
け
て
い
ま

す
。
関
係
者
の
皆
様
に
は
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
１
日
も
早
く
工
事
に
着

手
で
き
る
こ
と
を
切
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

「
参
加
と
連
携
づ
く
り
」

８
月
29
日
か
ら
４
泊
５
日

で
開
催
さ
れ
た
、
第
８
回
日

中
韓
３
カ
国
地
方
政
府
交
流

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
よ
り
、
中

国
桂
林
市
霊
川
県
と
の
友
好

協
定
書
の
仮
調
印
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
本
年
中
に
は
、

友
好
訪
日
親
善
使
節
団
を
招

聘
い
た
し
ま
す
の
で
、
西
桂

町
で
の
友
好
協
定
書
の
調
印

を
行
い
、
今
後
の
友
好
関
係

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
所

存
で
す
。

最
後
に
、
西
桂
町
の
安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
町
民
の
自
主
的
な

生
活
安
全
活
動
の
推
進
と
生

活
環
境
の
整
備
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
、
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
公
募

を
広
報
８
月
号
に
掲
載
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

自
主
的
防
犯
活
動
の
支
援
を

図
り
ま
す
。

平成17年度の７会計決算額
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小
・
中
学
校
体
育
館

の
耐
震
診
断
調
査
測

定
で
は
、
基
準
に
満
た
な
い

測
定
結
果
が
診
断
さ
れ
て
い

ま
す
。
新
耐
震
基
準
が
導
入

さ
れ
た
１
９
８
２
年
以
降
の

建
物
は
震
度
７
を
記
録
し
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
級
の
地

震
に
耐
え
ら
れ
る
と
さ
れ
る

が
、
い
ず
れ
も
新
耐
震
基
準

が
適
用
さ
れ
な
い
１
９
８
１

年
以
前
の
施
設
で
す
。

日
常
、
体
育
館
を
利
用
さ

れ
て
い
る
生
徒
は
む
ろ
ん
の

こ
と
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団

体
・
諸
行
事
活
用
者
等
々
の

人
達
が
安
全
・
安
心
な
施
設

で
活
動
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

東
海
地
震
な
ど
大
規
模
災
害

の
際
に
避
難
場
所
と
し
て
利

用
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
の
で
、
二
次
災
害
の
な
い

安
全
・
安
心
に
利
用
で
き
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て

も
、
一
日
も
早
く
耐
震
化
率

１
０
０
％
の
施
設
が
不
可
欠

と
考
え
ま
す
。
こ
の
建
て
替

え
事
業
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

学
校
施
設
は
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
一

日
の
大
半
を
過
ご
す
学
習
・

生
活
の
場
で
あ
り
、
学
校
教

育
活
動
を
行
う
た
め
の
基
本

的
な
場
所
で
す
。
充
実
し
た

教
育
活
動
を
存
分
に
展
開
で

き
る
、
高
機
能
か
つ
多
機
能

な
施
設
環
境
を
備
え
る
と
と

も
に
、
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
の
に
ふ
さ
わ
し
い
、
快
適

で
十
分
な
安
全
性
、
防
災
性
、

防
犯
性
や
、
衛
生
的
な
環
境

を
整
え
た
安
全
・
安
心
な
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
地
域
住

民
に
と
っ
て
最
も
身
近
で
、

生
涯
に
わ
た
る
学
習
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
活
動
と
し

て
利
用
さ
れ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
、
ま

た
、
地
震
等
の
災
害
時
に
は

避
難
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ

る
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て

も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
場
所
で
す
。
小
・
中
学
校

屋
内
運
動
場
耐
力
度
測
定
で

は
、
小
学
校
屋
内
運
動
場
は

築
32
年
、
中
学
校
屋
内
運
動

場
は
31
年
が
経
過
。
両
学
校

の
屋
内
運
動
場
共
に
文
部
科

学
省
基
準
の
耐
力
度
性
能
を

下
回
っ
て
お
り
ま
し
た
。
構

造
補
強
工
事
の
検
討
も
し
て

み
ま
し
た
が
、
外
装
・
建
具

等
ま
た
、
非
構
造
部
材
に
お

い
て
も
不
整
合
が
生
じ
、
建

物
全
体
と
し
て
の
耐
力
向
上

が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、

補
強
工
事
は
現
実
的
で
は
な

い
と
判
断
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
私
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
県
学
校

施
設
課
の
指
導
を
仰
ぎ
、
補

助
対
象
事
業
と
し
て
採
択
さ

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

建
設
時
期
で
あ
り
ま
す
が
、

小
学
校
を
平
成
20
年
度
、
中

学
校
は
、
平
成
21
年
度
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

問答

小
・
中
学
校
体
育
館
、

耐
震
化
に
つ
い
て
は

建
て
替
え
る
方
向
で
検
討

町長

問

西桂小学校体育館、築32年西桂中学校体育館、築31年

体育館、建て替えをする
方向で考えていると表明

社会教育の場所、非常災害時を考慮



－11－

第４次西桂町友好訪中親善使節団

中
国
桂
林
市
霊
川
県
と
の

友
好
締
結
に
関
す
る
事
務
手

続
き
は
、
中
国
人
民
対
外
友

好
協
会
と
中
国
外
交
部
の
許

可
を
待
つ
と
こ
ろ
ま
で
進
ん

で
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
中
に
友
好
締
結
を
し

て
い
き
た
い
と
言
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
西
桂
町
と
し
て

の
締
結
文
は
出
来
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
先
日
ま
で
の
日

本
人
に
対
す
る
デ
モ
に
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
日
中
関
係

の
時
局
の
変
化
に
対
す
る
安

全
の
確
保
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
願
い
ま
す
。

８
月
29
日
か
ら
開
催
さ
れ

た
、
第
８
回
日
中
韓
３
ヶ
国

地
方
政
府
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
よ
り
、
中
国
桂
林
市
霊

川
県
と
の
友
好
協
定
書
の
仮

調
印
を
し
ま
し
た
。
本
年
中

に
は
霊
川
県
か
ら
の
友
好
訪

日
親
善
使
節
団
を
招
聘
い
た

し
ま
す
の
で
、
西
桂
町
で
の

友
好
協
定
書
の
調
印
を
行
い

ま
す
。

こ
の
協
定
書
は
日
本
語
と

中
国
語
か
ら
な
り
、
同
等
の

効
力
を
有
し
ま
す
。
有
効
期

間
は
五
年
で
、
期
間
満
了
後
、

双
方
か
ら
中
止
希
望
が
な
い

場
合
は
自
動
的
に
次
の
有
効

期
間
に
入
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
訪
日
の
際

に
国
際
友
好
交
流
締
結
書
が

締
結
で
き
れ
ば
よ
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
な
お
、
締
結
書

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
２
０

０
２
年
12
月
２
日
に
交
わ
し

た
西
桂
町
・
霊
川
県
友
好
交

流
推
進
覚
書
を
基
調
と
し

て
、
中
国
と
の
国
際
交
流
を

推
進
し
て
い
る
先
進
の
各
市

町
村
の
例
を
参
考
に
し
、
中

国
側
の
考
え
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
素
案
が
ま
と
ま
り
次
第
、

議
員
の
皆
様
に
お
示
し
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一般質問のその後

あの質問はどうなったずら

質

問

中
国
桂
林
市
霊
川
県
と
の

友
好
交
流
に
つ
い
て

平
成
17
年
８
月
に
訪
中
、

国
際
友
好
交
流
、
よ
り
親
密
に

答

弁

８
月
に
友
好
協
定
書
の
仮
調
印
、

本
年
中
に
友
好
協
定
書
の
調
印

現

状

跡追跡
平成17年６月議会

９
月
４
日
議
会
運
営
委
員
会

８
日
本
会
議
開
会

◇
町
長
行
政
報
告

◇
町
長
議
案
一
括
上
程

（
議
案
46
〜
61
、

承
認
７
〜
15
）

一
括
説
明

◇
決
算
監
査
報
告

一
括
質
疑

各
常
任
委
員
会
付
託

連
合
審
査
会

付
託
議
案
審
査

15
日
連
合
審
査
会

付
託
議
案
審
査

22
日
本
会
議
再
開

◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長

報
告

（
承
認
７
〜
13
、
議
案
46

〜
55
・
57
〜
59
）

◇
付
託
議
案
建
設
文
教
委

員
長
報
告

（
議
案
56
・
60
・
61
、
承

認
14
・
15
）

一
括
質
疑
・
討
論
・
採

決
◇
町
長
議
案
上
程
（
議
案

62
）

説
明
・
質
疑
・
討
論
・

採
決

◇
議
員
発
議
上
程
（
発
議

２
）

説
明
・
質
疑
・
討
論
・

採
決

◇
一
般
質
問
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近
年
我
が
国
に
お
け
る
経

済
の
高
度
成
長
は
、
国
民
の

生
活
水
準
の
向
上
を
も
た
ら

し
た
反
面
、
そ
の
ひ
ず
み
も

ま
た
社
会
生
活
の
各
般
に
現

わ
れ
つ
つ
あ
る
。
わ
け
て
も

車
両
の
急
速
な
増
加
は
、
痛

ま
し
い
交
通
事
故
の
激
増
に

拍
車
を
か
け
、
国
民
の
尊
い

生
命
を
奪
い
、
傷
つ
け
、
日

常
生
活
を
不
安
に
陥
れ
て
い

る
。こ

の
交
通
事
故
の
発
生
原

因
の
最
た
る
も
の
が
、
交
通

三
悪
の
中
で
も
特
に
悪
質
な

飲
酒
運
転
に
あ
る
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
悲
し
む
べ
き
事
態

で
あ
る
。
人
命
を
軽
視
し
、

都
市
機
能
を
著
し
く
低
下
さ

せ
、
平
和
な
社
会
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
は
、
も
は
や

こ
れ
以
上
看
過
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

西
桂
町
は
、
安
全
で
住
み

よ
い
交
通
環
境
の
実
現
に
向

か
っ
て
、
公
徳
心
の
欠
如
に

よ
る
飲
酒
運
転
の
追
放
を
図

る
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
す
る
。

平
成
18
年
９
月
22
日

西
桂
町
長
　
前

田

勝

弘

来年１月には、第２回地区説明会も予定されている県道富士吉田西桂線 小学校での自転車教室

地
方
の
道
路
整
備
を
進
め
ら
れ
る
必
要
な
額
を

確
保
さ
れ
る
よ
う
国
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出

道
路
は
、
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
最
も
身
近
な
社
会
基
盤

と
し
て
、
生
活
の
利
便
性
・
安
全
性
・
快
適
性
向
上
の
た
め
の

多
様
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
地
方
に
お
い
て
は
、

道
路
整
備
が
い
ま
だ
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
、
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
や
豊
か
な
暮
ら
し
づ
く
り
を
支
援
し
、
地
域
振
興
を
図

る
た
め
に
も
、
ま
た
、
防
災
及
び
緊
急
救
急
医
療
体
制
を
整
備

す
る
上
で
も
、
高
規
格
幹
線
道
路
か
ら
生
活
道
路
に
至
る
道
路

網
の
整
備
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
本
町
の
発

展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
国
道
１
３
９
号
バ
イ
パ
ス
化
事
業

及
び
主
要
地
方
道
の
県
道
富
士
吉
田
西
桂
線
等
の
道
路
整
備
は

急
務
で
あ
り
ま
す
。
政
府
は
、
平
成
17
年
12
月
に
「
道
路
特
定

財
源
の
見
直
し
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
決
定
し
、
道
路
特
定

財
源
の
暫
定
税
率
を
維
持
し
た
上
で
一
般
財
源
化
を
前
提
に
具

体
案
を
得
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
道
路
整
備
を
緊
急
か
つ
計

画
的
、
効
果
的
に
行
う
た
め
に
は
、
道
路
特
定
財
源
の
確
保
は

必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
こ

う
し
た
道
路
整
備
の
重
要
性
を
十
分
認
識
し
、
事
業
の
積
極
的

な
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮

が
な
さ
れ
ま
す
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

①

道
路
特
定
財
源
に
つ
い
て
は
、
受
益
者
負
担
の
原
則
に
則

り
、
一
般
財
源
化
す
る
こ
と
な
く
、
す
べ
て
の
国
民
の
期
待

す
る
道
路
整
備
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
充
て
る
こ
と
。

②

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
地
域
住
民
が
期

待
す
る
道
路
整
備
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
推
進
す
る
こ
と
。

③

地
方
の
道
路
整
備
の
財
源
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
国
が
責

任
を
持
ち
、
地
方
の
裁
量
を
高
め
な
が
ら
、
地
域
の
課
題
に

対
応
し
た
整
備
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
必
要
な
額
を
確
保
す
る

こ
と
。

平
成
18
年
９
月
27
日

提
出
先

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長

道
路
特
定
財
源
確
保
に
関
す
る
意
見
書

飲酒運転追放宣言をする前田町長
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自分の絵手紙をもっての記念撮影

〔
取
材
　
郷
田
・
渡
辺
〕

問

団
体
名
を
教
え
て
下
さ

い
。

皆
さ
ん

葉
っ
ぱ
の
会
で
す
。

問

い
つ
か
ら
活
動
を
し
て

い
る
の
で
す
か
。

皆
さ
ん

平
成
16
年
10
月
か

ら
始
め
ま
し
た
。

問

ど
の
よ
う
な
方
が
参
加

し
て
い
ま
す
か
。

皆
さ
ん

絵
手
紙
希
望
者
で

す
。

問

参
加
者
数
と
活
動
内
容

を
教
え
て
下
さ
い
。

皆
さ
ん

会
員
数
は
12
名
で

す
。
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
で
月
２
回

の
絵
手
紙
教
室
、
い
き
い
き

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
月
１

回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
ま
す
。

問

代
表
者
と
指
導
者
の
お

名
前
は
。

皆
さ
ん

代
表
者
は
、
伊
藤

さ
ん
、
指
導
者
は
、
小
林
き

み
子
先
生
で
す
。

問

今
後
の
目
標
は
。

皆
さ
ん

で
き
る
だ
け
多
く

の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
た

い
。

問
合
わ
せ

い
き
い
き
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
羽
田
さ
ん
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

(

25
‐
４
０
０
０
）

西桂町議会では、議会だよりを通じて町

議会や町に望むこと、議会だよりを読んだ

感想などを募集しています。

皆さんの貴重なご意見・ご感想などを今

後の議会活動に反映させてまいりますの

で、積極的なご参加をお願いいたします。
毎
月
実
家
の
あ
る
下
暮
地
に
帰
っ
て
は
議
会

だ
よ
り
を
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
市
町

村
合
併
が
進
ん
で
い
る
な
か
西
桂
は
ま
だ
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
議
会
運
営
に
興
味
が
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
富
士
吉
田
の
議
会
だ
よ
り

と
比
べ
て
読
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
解
り
や

す
い
紙
面
作
り
を
期
待
し
ま
す
。

絵手紙作成の様子



九
月
六
日
、
秋
篠
宮
妃
紀

子
さ
ま
が
、
男
の
子
（
親
王
）

を
ご
出
産
さ
れ
ま
し
た
。
国

民
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び

で
あ
り
、
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

全
国
高
校
野
球
大
会
も

「
ハ
ン
カ
チ
王
子
」
な
る
ア

イ
ド
ル
を
生
み
出
し
、
日
本

中
を
熱
く
さ
せ
ま
し
た
。

政
局
で
は
、
安
倍
内
閣
が

発
足
し
ま
し
た
。
初
の
戦
後

生
ま
れ
、
52
歳
と
い
う
若
さ

の
安
倍
首
相
に
期
待
を
す
る

と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
財

政
面
の
厳
し
さ
は
増
す
一
方

で
、
大
き
く
変
わ
る
地
方
自

治
運
営
に
無
関
心
で
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

議
会
広
報
は
、
町
政
に
対

す
る
疑
問
や
提
言
な
ど
、
情

報
が
、
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
て

い
る
の
で
、
関
心
を
持
っ
て

ご
愛
読
し
て
く
だ
さ
い
。

（
滝
口
新
一
朗
）

編
集
委
員
長
　
滝
口
新
一
朗

副
委
員
長
　
梅
原
　
和
男

委
　
　
員
　
若
林
　
泰
置

委
　
　
員
　
渡
辺
　
正
一

委
　
　
員
　
郷
田
　
和
美

発行人／西桂町議会議長　宮下 友義　　　　編集／西桂町議会広報編集委員会

たてのかぎ

１、1ヶ月、○○○○、3ヶ月
２、暴風雨のつづくこと。○○←→凪
３、西桂で一番大きな川
４、建築工事のできあがること。

○○○○式
５、東海道五十三○○
６、○○子と地頭には勝てぬ

よこのかぎ

１、○○○○○町議会だより

７、議案が○○○される。（可決）

８、異常がない。（恙無い）

９、本当かどうかについて疑い惑うこと

〒403-0022 西桂町小沼1501-1
西桂町議会広報編集委員会
Tel 0555-25-2121 Fax 0555-20-2015
E-Mai l  g ika i@town.n ish ikatsura .yamanash i . jp

正解者のうち抽選で10名の方に、写真の手作り味噌にバナジウム水
（各１ケ）を添えてプレゼントします。二重枠に入る文字を並べ替えて、
答えを完成させてください。

応募方法：答えと住所、氏名、電話番号、議会だよりを読んだ感想や議
会へのご意見を書いて、はがき、FAX、E-Ma i l にてご応募ください。
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